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近
頃
、沖
ノ
島
へ
出
か
け
る
人
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。釣
り
場
と

し
て
だ
け
で
な
く
、サ
ン
ゴ
や
地

層
、植
物
、海
底
遺
跡
な
ど
、館
山
を

知
る
材
料
・
話
題
が
と
て
も
豊
富
な

と
こ
ろ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
沖
ノ
島
へ
向
か
う
と

き
、途
中
に
鷹
之
島
弁
財
天
が
祀
ら

れ
て
い
る
の
が
目
に
飛
び
込
ん
で

き
ま
す
。海
に
面
し
た
こ
の
小
さ
な

丘
が
75
年
前
ま
で
は
海
に
浮
か
ぶ

島
だ
っ
た
こ
と
は
、ち
ゃ
ん
と
ご
存

知
で
す
か
。

　
昭
和
５
年
に
海
軍
航
空
隊
の
基

地（
現
在
の
海
上
自
衛
隊
基
地
）を

つ
く
る
た
め
に
海
が
埋
め
立
て
ら

れ
、こ
の
時
に
高
の
島
が
陸
続
き
に

な
り
ま
し
た
。基
地
に
な
っ
て
立
入

り
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
が
、江
戸
時

代
か
ら
あ
ま
り
人
の
手
が
入
ら
な

か
っ
た
自
然
が
残
さ
れ
、終
戦
で
島

ふ
う
ち

が
開
放
さ
れ
る
と
、風
致
公
園
に
指

定
さ
れ
て
今
も
そ
の
自
然
が
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

松
本
さ
ん
は
、東
京
羽
田
生
ま

れ
。21
歳
の
と
き
竹
工
芸
の
世
界
を

し
ょ
う
か
ん
さ
い

知
り
、人
間
国
宝
　
飯
塚
小
扞
齋
氏

に
師
事
し
ま
し
た
。

４
年
後
、自
身
の
工
房
を
江
東

区
に
構
え
独
立
。そ
の
後
、製
作
に

集
中
で
き
る
環
境
を
求
め
、『
竹
の

身
に
な
っ
て
製
作
す
る
に
は
、竹
の

産
地
に
住
も
う
』と
考
え
工
房
の
移

転
を
決
意
。作
品
に
使
用
す
る
、し

な
や
か
で
粘
り
の
あ
る
房
州
竹
の

産
地
、安
房
地
域
に
居
を
移
す
こ
と

を
決
め
、納
入
業
者
が
館
山
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、昭
和
63
年
に
市
内
岡

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

館
山
に
移
り
住
ん
で
き
た
人
々
②

は
ふ
う

　
　
竹
工
芸
家
　
松
本
破
風
さ
ん

市
民

シリーズ

213

236

房
州
竹
に
魅
せ
ら
れ
、竹
に
囲
ま
れ
て

創
作
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す

コッツエン・バンブー賞準グランプリの作品

　
市
立
博
物
館
の
５
月
の
休
館
日

は
、９
日
、16
日
、23
日
、30
日
で
す
。

　
基
地
に
な
る
ま
で
の
高
の
島
は

館
山
の
観
光
名
所
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。夏
に
な
る
と
遊
覧
船

が
往
き
来
し
、海
水
浴
や
磯
遊
び
・

釣
り
・
舟
遊
び
に
興
じ
る
人
々
が
大

勢
訪
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
一
画
に
明
治
42
（
一
九
〇

九
）年
、農
商
務
省
水
産
講
習
所
の

臨
海
実
験
場
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
か

こ
れ
は
魚
の
人
工
孵
化
や
養
殖
実

験
、プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
研
究
な
ど
を

行
な
う
施
設
で
す
。孵
化
室
・
実
験

室
・
い
け
す
・
気
象
観
測
室
が
あ
り
、

寄
宿
舎
も
備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

水
産
講
習
所
は
後
の
東
京
水
産
大

学（
現
東
京
海
洋
大
学
）の
こ
と
で
、

明
治
34
年
に
は
北
下
台
の
下
に
館

山
実
習
場
を
開
設
し
て
い
ま
し
た
。

漁
業
実
習
や
漁
具
製
作
な
ど
の
水

産
技
術
を
学
ぶ
施
設
で
す
。

　
当
時
館
山
に
は
遠
洋
漁
業
の
水

産
会
社
が
あ
り
、そ
の
後
に
は
ヨ
ー

ド
製
造
工
場
や
缶
詰
工
場
・
水
産
加

工
場
・
造
船
所
・
発
動
機
製
造
工
場

な
ど
、水
産
関
係
の
工
場
が
海
岸
に

並
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

漁
業
ば
か
り
で
な
く
、水
産
加
工
や

船
舶
な
ど
、海
に
関
わ
る
産
業
で
活

気
に
満
ち
た
時
代
が
あ
っ
た
の
で

す
。

　
高
の
島
の
北
側
に
あ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
は
、大
正
の
震
災
後

で
き
た
水
族
室
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ク
ロ
ダ
イ
な
ど
が
入
っ
た
水
槽
が

並
び
、島
遊
び
に
来
た
人
は
だ
れ
も

が
自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
の
臨
海
実
験
場
は
基
地

建
設
に
よ
っ
て
昭
和
５
年
に
小
湊

へ
移
転
し
、円
筒
形
の
水
族
館
と
し

て
親
し
ま
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
昭
和

55
年
に
西
岬
地
区
の
坂
田
へ
移
転

し
ま
し
た
が
、こ
の
建
物
だ
け
が
高

の
島
に
今
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。館
山
の
海
と
水
産
研
究
の
歴
史

を
伝
え
る
記
念
碑
と
い
え
る
建
物

で
す
。

　
明
治
時
代
の
実
験
場

高
の
島
の
こ
の
建
物
は
？

田
に
転
入
し
、現
在
は
茂
名
で
地
元

の
民
家
を
借
り
受
け
、居
住
し
て
い

ま
す
。

自
宅
の
居
間
に
は
、熱
湯
に
竹

を
入
れ
、手
袋
を
し
た
両
手
で
瞬
時

に
竹
を
曲
げ
て
作
る
豪
快
な
作
品

と
、細
く
加
工
し
た
竹
を
織
物
の
よ

う
に
編
み
あ
げ
た
繊
細
な
作
品
を

な
ら
べ
て
展
示
し
、独
特
の
雰
囲
気

を
か
も
し
だ
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
作
品
が
昨
年
ア
メ
リ
カ
で
開
催

さ
れ
た
、コ
ッ
ツ
エ
ン
・
バ
ン
ブ
ー

賞
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
、サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館

で
展
示
さ
れ
る
な
ど
、国
際
的
に
も

高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
私
の
作
品
で
使
う
竹
は
、房
州

う
ち
わ
の
女
竹
と
違
い
真
竹
を
使

用
し
ま
す
。さ
ら
し
て
工
芸
品
と

し
て
使
え
る
ま
で
、６
年
か
か
り

ま
す
。今
、竹
は
あ
ま
り
使
わ
れ

な
く
な
っ
て
、工
芸
品
と
し
て
で

し
か
竹
が
残
ら
な
い
か
心
配
し
て

い
ま
す
」「
館
山
で
の
生
活
に
は

満
足
し
て
い
ま
す
。海
の
近
く
な

の
に
山
も
近
い
。魚
を
は
じ
め
食

べ
物
も
お
い
し
く
、時
間
が
ゆ
っ

た
り
流
れ
て
い
る
。な
に
よ
り
竹

に
囲
ま
れ
創
作
に
あ
た
れ
る
の
が

最
高
で
す
ね
」

現在の実験場跡

Photo／館山に移り住んできた人々②　房州竹に魅せられ館山へ竹工芸家の松本破風さん



館山湾内クルーズ（20分程度）

日時／８日午前10時から正午、午後１時から午後３時

定員／120人程度

さかなクン（館山おさかな大使、安房博物館客員研究員）の楽

しい魚の話など

日時／８日午後１時から受付

　　　午後１時30分から午後３時30分まで

定員／100人（事前申込、当日受付なし）

水産研究センター調査船「千葉丸」の船内見学

日時／８日午前10時から午後３時

海の安全を守る活動の紹介など

日時／８日午前10時から午後３時

２３ だん暖たてやま 平成17年４月１日※天候により、アトラクションごとに中止とする場合があります。
※都合により内容を一部変更する場合があります。

海まちフェスタ海を舞台に
　16イベント！

操船が簡単な小型ヨットの乗船体験（20分程度）

日時／８日午前10時から午後３時

定員／80人程度

クルーザーヨットでの乗船体験（２時間程度）

日時／８日午前10時から午後４時　

定員／100人程度　

カッター船での乗船体験（30分程度）

日時／８日午前10時から午後３時

定員／160人程度

和船櫓漕ぎ体験（30分程度）

日時／８日午前９時30分から正午

定員／16人

① アクセスディンギー乗船体験【図①】

② ヨット乗船体験【図②】

③ カッター船乗船体験【図③】

④ 和船櫓漕ぎ体験【図④】

安房博物館での万祝などの伝統工芸の展示

日時／７・８日ともに午前９時から午後４時30分

海岸の漂着物の展示（ビーチコーミング）、体験コーナー、アク

セサリー販売

日時／８日午前10時から午後３時

◆同時開催イベント「南房総～貝がら探検隊」

安房博物館とNPOたてやま・海辺の鑑定団による自然学習や

標本づくり（有料）

日時／８日午前９時30分から午後３時30分（予定）

場所／安房博物館および沖ノ島

申込み／安房博物館（�22－8608）

安房博物館会場内での軽食の提供（無料、ただし無くなり次第

終了）、特産品販売

日時／８日午前10時から

海上自衛隊の防衛活動の紹介など

日時／８日午前10時から午後３時

ふるさと大使の深津純子さんによるミニライブ

日時／８日午後0時30分頃から（１時間程度）

館山湾に生息するウミホタルを手に触れて体感

日時／８日午前10時から午後３時

マリンレジャーの季節到来を前に海での事故防止を祈願

日時・場所／７日午前10時頃から（30分程度）・北条海岸

フラダンス愛好家フラハラウ カワイオ オ カプアによる演舞

日時・場所／７日午前10時30分頃から（1時間程度）・北条海岸

⑤ 海上自衛隊交通艇乗船体験【図⑤】

⑥ さかなクンの楽しい魚の話【図⑥】

⑦ 魚を調査する船を見てみよう【図⑦】

⑧ 海の安全を守る海上保安部コーナー【図⑧】

⑨ 安房の伝統工芸展【図⑨】

⑩ 海辺の鑑定団（海からの贈り物）

⑪ 商工会議所青年部コーナー【図⑪】

⑫ 海上自衛隊の活動紹介【図⑫】

⑬ 海辺のミニライブ【図⑬】

　海の体験イベント「たてやま海まちフェスタ2005」
を開催します。館山湾を活用した海辺のまちづくりを
推進するため、子どもたちをはじめ、多くの市民が海や
船に親しむことができます。
日時／５月7・8日（土・日）
　　　（アトラクションごとの時間は下記のとおり）
場所／館山港、県立安房博物館、館山港耐震強化岸壁
対象／一般、小学生以下は保護者または準ずる人同伴
主催／たてやま海まちフェスタ実行委員会、館山市、
　　　館山市教育委員会、千葉県立安房博物館
主管／たてやま海まちフェスタ実行委員会
協賛／千葉海上保安部、海上自衛隊第21航空群
協力／富浦町、セイラビリティジャパン、海辺のまちづ
　　　くり研究会、NPO館山外洋ヨットクラブ、国立館
　　　山海上技術学校、独立行政法人水産総合研究セ
　　　ンター水産工学研究所、千葉県水産総合研究セ
　　　ンター、NPOたてやま・海辺の鑑定団、館山商工
　　　会議所青年部、さかなクン（館山おさかな大使、
　　　県立安房博物館客員研究員）、深津純子（フルー

2005たてやま7・8日
（土・日）

問合せ・申込先／〒294－8601海辺のまちづくり推進課
　　　（�22-3606、Fax23-3116、
           Ｅメールumi-festa@city.tateyama.chiba.jp）

「乗船体験」や「ミニライブ」など 気軽に海を楽しもう！

⑮ 海の安全祈願祭

⑯ フラダンス

⑭ウミホタル観察会【図⑭】

アクセスディンギー

ト奏者、館山ふるさと大
使）、館山市観光協会（順不同）

申込み

アトラクション①から⑥は事前申込みが
必要です。①から⑥に参加希望する人は、
ハガキ・FAX・Ｅメールに希望アトラク
ション名（第１・第２希望まで）、乗船希望

時刻、代表者の住所と電話番号、参加希望全員の氏名・
年齢・性別を記入して、４月22日(金)申込先まで必着。
乗船体験の参加費は保険料として200円。

▲カッター船乗船体験(昨年）

5月

アクセスディンギーは、初心者や子ども、障害がある人でも
安心して楽しめる小型ヨットです。

せら知お

館 山 湾（鏡ヶ浦） 

海
上
自
衛
隊
館
山
航
空
基
地 

高
ノ
島
公
園 県立安房博物館 

臨
時
駐
車
場 

②ヨット乗船体験 

⑧海上保安部   
⑪商工会議所青年部 
⑫海上自衛隊の活動紹介 
⑬海辺のミニライブ 
 

⑥さかなクンの楽しい魚の話 
⑨安房の伝統工芸展 
⑩海辺の鑑定団 
　（海からの贈り物） 
◆南房総～貝がら探検隊 
⑭ウミホタル観察会 

⑤海上自衛隊交通艇乗船体験 

③カッター船乗船体験 

⑦魚を調査する船を 
　見てみよう 

①アクセスディンギー乗船体験 

④和船櫓漕ぎ体験 

駐車場　8日は富士ディーゼル跡地と自衛隊入口  
　　　　脇が臨時駐車場となります。 
　　　　各会場には、ここからバスで巡回します。 

＝シャトルバス乗り場 

＝ガソリンスタンド 

＝コンビニエンスストア 

館山港耐震強化岸壁 



▼前立腺肥大症や前立腺がんなど
　　　　　泌尿器の病気が疑われる症状
　① 尿が出にくい
　② 夜間、何度もトイレに行く
　③ 血尿
　④ 排尿中の痛み
　⑤ 腰や骨盤部、臀部のしつこい痛み
　⑥ 痛みを伴う射精、精液に血液が混じる

このような症状には、主治医や泌尿器科で受診を

　・ バランスのよい栄養をとる。
　・毎日、変化のある食生活を。（多くの種類の食品を取
ることで、発がん作用を低下させます｡）

　・食べ過ぎは避け、特に脂肪を控えめにする。動物性
脂肪の取りすぎに注意する。

　・緑黄色野菜をたっぷりとる。（1日３００ｇは野菜
をとりましょう。）

た
て
や
ま
・
海
辺
の
ま
ち
づ

く
り
塾（
平
成
14
年
６
月
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
認
証
）は
、南
房
総

地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

に
関
連
し
た
事
業
を
行
政
と

協
働
し
て
行
い
、地
域
活
性
化

に
貢
献
す
る
と
と
も
に
潤
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。会
の
活

動
の
中
心
は
３
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。

①
さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

桜
の
名
所
や
桜
並
木
を
創

る
さ
く
ら
の
植
樹
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

②
里
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
　

　
南
総
里
見
八
犬
伝
の
舞
台

で
あ
る
南
房
総
の
文
化
振
興
・

Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
、八
犬
伝

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ラ
ン

チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
や
和
凧
な
ど

の
商
品
を
開
発
し
、宿
泊
施
設

や
み
や
げ
物
店
、道
の
駅
な
ど

で
販
売
し
、イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

③
自
然
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
館
山
湾
に
生
息
す
る
ウ
ミ

ホ
タ
ル
や
沖
ノ
島
の
サ
ン
ゴ

な
ど
の
自
然
保
護
活
動
や
観

察
会
を
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
は
、10
年
以
内
な

ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
、納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
追
納
と
い
い
ま
す
）

　
追
納
す
る
こ
と
で
、老
齢
基
礎

年
金
の
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま

す
。た
だ
し
、承
認
を
受
け
た
年
度

末
か
ら
２
年
を
過
ぎ
て
追
納
す
る

場
合
は
、当
時
の
保
険
料
に
加
算

金
が
つ
き
ま
す
。17
年
度
か
ら
追

納
の
加
算
率
が
軽
減
さ
れ
、納
め

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
や
専
門
学
校
に
通
う
学
生

は
、在
学
期
間
中
の
保
険
料
が
後

払
い
で
き
る「
学
生
納
付
特
例
」が

利
用
で
き
ま
す
。

　
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、承

認
を
受
け
た
期
間
中
の
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
は
、

障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。こ
の
制

度
は
、前
年
の
所
得
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
毎
年
申
請
が
必

要
で
す
。

　
対
象
／
20
歳
以
上
で
、大
学（
大

学
院
）、短
大
、高
等
専
門
学
校
、専

修
学
校
、各
種
学
校
な
ど
に
在
学

す
る
学
生
な
ど（
夜
間
、通
信
制
も

含
む
）で
、学
生
本
人
の
前
年
所
得

が
118
万
円
以
下
の
人
。学
生
に
扶

養
家
族
が
い
る
と
そ
の
人
数
に
応

じ
て
、所
得
制
限
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

　
手
続
き
／
20
歳
に
な
っ
た
ば
か

り
の
学
生
は
、誕
生
月
か
ら
翌
月
末

日
ま
で
に
、市
民
課
保
険
年
金
係
へ

認
印
、有
効
期
限
が
記
載
さ
れ
た
学

生
証
の
写
し
な
ど
を
持
っ
て
手
続

き
し
ま
す
。昨
年
度
に
引
き
続
き
、

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
学
生
は
、今

月
か
ら
５
月
末
日
ま
で
に
同
様
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、今
年
度

 ４月21日（木）

 ５月19日（木）

 ６月16日（木）

 ７月21日（木）

 ８月18日（木）

 ９月15日（木）

17年度の年金相談日

10月20日（木）

11月17日（木）

12月15日（木）

 １月19日（木）

 ２月16日（木）

 ３月16日（木）

毎月第３木曜日
木更津社保の
出張年金相談

市役所で開催

　
木
更
津
社
会
保
険
事
務
所
の
出

張
年
金
相
談
が
、今
年
度
か
ら
毎
月

第
三
木
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
日
程
／
毎
月
第
３
木
曜
日（
詳

細
は
表
の
と
お
り
）

　
受
付
／
午
前
８
時
30
分
か
ら
正

午
ま
で（
来
場
者
が
多
数
の
場
合

は
、早
め
に
受
付
を
終
了
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
）

　
相
談
／
午
前
10
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で

　
場
所
／
館
山
市
役
所

　
相
談
に
必
要
な
も
の
／
①
本
人

及
び
配
偶
者
の
基
礎
年
金
番
号
通

知
・
年
金
手
帳（
厚
生
年
金
被
保
険

者
証
、国
民
年
金
手
帳
な
ど
）、本

人
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
等
、

②
本
人
及
び
配
偶
者
が
年
金
、恩

給
な
ど
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
証
書
、③
印
か
ん（
認

め
印
）、④
本
人
及
び
配
偶
者
の
職

歴
メ
モ（
会
社
名
、所
在
地
、勤
務

期
間
）な
ど

　
相
談
内
容
に
よ
り
、必
要
書
類

は
異
な
り
ま
す
。事
前
に
木
更
津

社
会
保
険
事
務
所
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。代
理
の
人
に
よ
る
相
談
は
、

委
任
状
と
代
理
の
人
の
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

　
加
入
期
間
の
証
明
や
年
金
見
込

額
の
試
算
は
、出
張
相
談
で
は
対

応
で
き
ま
せ
ん
。上
記
の
書
類
を

持
参
し
て
、木
更
津
社
会
保
険
事

務
所
へ
直
接
相
談
に
行
く
か
、文

書
に
よ
り
照
会
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
問
合
せ
／
木
更
津
社
会
保
険
事

務
所（
�
０
４
３
８
―
23
―
７
６

６
２
）

さ
か
の
ぼ
っ
て

　
　
　
納
め
ら
れ
る

か
ら
申
請
が
遅
れ
た
場
合
も
、要

件
に
該
当
し
て
い
れ
ば
、４
月（
20

歳
の
人
は
誕
生
月
）に
さ
か
の

ぼ
っ
て
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
た
だ
し「
障
害
基
礎
年
金
」等
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、早
め

の
申
請
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
は
、す
べ
て
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。学
生
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。そ
の
ま
ま
に
し
て
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、在

学
中
に
事
故
や
病
気
で
、障
害
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
も
減
額
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に

「
学
生
納
付
特
例
」に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
市
民
課
保
険
年
金
係（
�
22
―
３
４
１
８
）

保
険
料
は
卒
業
後
に

学生納付特例

４５ だん暖たてやま 平成17年４月１日

将
来
の
た
め
に
学
生
時
代
に
し
て
お
く
こ
と
…

（７）たてやま・海辺のまちづくり塾たてやまの

前立腺がんを防ぐために

里
見
八
犬
伝
を
活
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

理事長／辰野方哉
事務所／北条1633-2
会員数／30人
電話／22-4180
活動分野／まちづく
りNPO支援
設立／平成14年6月

たてやま・海辺の
まちづくり塾

３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

　前立腺がんは中高年の男性に発生し、最近、急増し
ています。前立腺がんの死亡数増加率はすべてのがん
の中でトップとなっています。今後、前立腺がんによ
る死亡数が高くなることが予想されます。
　50歳を過ぎたら前立腺がん検診を受けましょう。
１回だけでなく、継続して受診することが大切です｡
    問合せ／健康管理課（�23－3113）

早期発見すれば怖くない　

　前立腺は男性の生殖器のひとつで、クルミ大
の小さな臓器です｡
　早期の前立腺がんは、自覚症状がないため発
見が遅れることが多いですが、検診で発見され
たがんの９０％が転移する前の早期がんです。

▼がんを防ぐ食生活について

▼前立腺がん検診について
検査方法：血液検査のみの簡単な検診
＊総合検診を受診しなくても、前立腺がん検診
のみでも受けられます。
会　　場：総合検診会場
申し込み：年間検診申込みはがきで受付中

し
開
催
。　
誰
で
も
操
作
で
き
る

ヨ
ッ
ト
、ア
ク
セ
ス
デ
ィ
ン
ギ
ー

の
講
習
や
里
見
の
足
湯
な
ど
の
活

動
で
海
辺
の
魅
力
を
高
め
、子
供

た
ち
を
中
心
に
自
然
愛
護
精
神
の

高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

ま

さ

や

　
理
事
長
の
辰
野
方
哉
さ
ん
は

「
市
民
の
み
な
さ
ん
に
館
山
の
ま
ち

を
誇
っ
て
も
ら
い
、愛
す
る
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、地
域
の
魅
力

を
高
め
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。私
た
ち
と
一
緒
に
、自
分
た
ち

で
魅
力
あ
る
ま
ち
を
創
り
上
げ
て

み
ま
せ
ん
か
」と
話
し
て
い
ま
す
。

せら知お

里見プロジェクトで誕生したグッズ
（和凧、絵葉書）

前立腺がん死亡数の将来推計（1995年までは実測値） 

14,000 
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80歳以上 

石黒哲夫：第11回前立腺シンポジウム、東京（1995）より 
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労
働
保
険
料
の
年
度
更
新
に
係

る
申
告
・
納
付
は
４
月
１
日
か
ら

５
月
20
日
ま
で
で
す
。年
度
更
新

の
手
続
き
は
、平
成
16
年
度
の
労

　
温
水
プ
ー
ル
で
は
、毎
週
土
曜

日
と
日
曜
日
の
夜
間
に
、開
館
時

間
を
30
分
延
長
し
ま
す
。

　
温
水
プ
ー
ル
の
開
館
は
、平
日

と
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
。土
曜

日
と
日
曜
日
は
、年
間
を
通
じ
て

午
後
８
時
30
分
ま
で
と
な
り
ま

す
。７
月
と
８
月
は
、休
館
日
を
除

き
、毎
日
夜
間
開
館
し
ま
す
。

　
休
館
日
は
、月
曜
日
と
祝
日
の

翌
日
。月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
と

祝
日
の
翌
日
が
土
日
祝
日
の
場
合

は
開
館
し
ま
す
。

　
利
用
料
は
、２
時
間
ま
で
高
校

生
以
上
260
円
、中
学
生
150
円
、小
学

生
以
下
100
円
で
す
。土
曜
日
は
、市

内
小
中
学
生
の
個
人
利
用
は
無
料

で
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
、公
共
下
水
道
の

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す
。

　
今
回
か
ら
供
用
開
始
に
な
る
区

域
は
、図
の
　
　
部
分
で
す
。

　
こ
の
区
域
で
は
、今
年
度
か
ら
公

　
係
の
新
設
／
総
務
課
に
事
務
管

理
係
と
法
規
係
を
設
置
、
▼
農
水

産
課
に
海
洋
深
層
水
利
活
用
推
進

係
を
設
置

　
廃
止
さ
れ
る
係
／
商
工
課
の
公

設
卸
売
市
場
対
策
係

　
問
合
せ
／
総
務
課
事
務
管
理
係

（
�
22
―
３
２
１
８
）

　
４
月
か
ら
市
役
所
庁
舎
の
案
内

業
務
を
部
長
職
、
課
長
職
、
課

長
補
佐
職
の
職
員
が
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、案
内
業
務
を
民

間
に
委
託
し
て
い
ま
し
た
が
、市

の
職
員
が
案
内
業
務
を
行
う
こ
と

で
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
財
政
課
管
財
係（
�

22
―
３
２
９
６
）

　
市
は
重
要
課
題
・
重
要
施
策
に

確
実
に
対
応
す
る
た
め
、
組
織
の

見
直
し
を
行
い
、
よ
り
効
率
的
な

事
務
運
営
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
観
光

立
市
の
推
進
と
行
財
政
改
革
の
推

進
に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
編

成
、
市
民
に
と
っ
て
仕
事
の
内
容

が
わ
か
り
易
い
名
称
に
配
慮
し
見

直
し
を
行
い
、
４
月
か
ら
新
し
い

編
成
や
名
称
に
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
見
直
し
点
は
、
①
行
財
政

改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
行
財
政

改
革
推
進
課
を
設
置
。
②
体
験
観

光
の
推
進
の
た
め
、
館
山
駅
西
口

多
目
的
ホ
ー
ル
内
に
観
光
課
の
課

内
室
と
し
て
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

を
設
置
な
ど
で
す
。

　
新
設
し
た
組
織
と
廃
止
に
な
っ

た
組
織
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
課
の
新
設
／
総
務
部
に
行
財
政

改
革
推
進
課
を
設
置

　
課
等
の
名
称
変
更
／
▼
情
報
化

推
進
室
を
情
報
政
策
課
に
変
更
、

▼
納
税
推
進
室
を
納
税
課
に
変

更
、
▼
健
康
管
理
課
を
健
康
課
に

変
更
、
▼
社
会
安
全
対
策
課
を
社

会
安
全
課
に
変
更
、
▼
観
光
課
を

観
光
立
市
推
進
課
に
変
更

　
課
内
室
の
設
置
／
観
光
立
市
推

進
課
に
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設

置　
廃
止
さ
れ
た
課
内
室
／
▼
総
務

課
内
の
行
政
管
理
室
を
廃
止
、
▼

農
水
産
課
内
の
海
洋
深
層
水
利
活

用
推
進
室
を
廃
止

６７ だん暖たてやま 平成17年４月１日

　
燃
せ
る
ご
み
の
収
集
が
火
・
木
・
土

の
地
区
は
、５
月
の
第
一
週
は
、連
休

の
た
め
、７
日（
土
）の
み
に
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、５
月
５
日（
木
）の
祝
日
に

限
り
、収
集
し
ま
す
。

　
燃
せ
る
ご
み
以
外
の
収
集
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課（
�
22
―
３

３
５
４
）

重
要
課
題
へ
の
対
応
と
わ
か
り
易
い
名
称
の
新
体
制

行
財
政
改
革
推
進
課

体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

案
内
業
務
も
職
員
で

  

監 

査 

の 

対 

象

　
定
期
監
査
／
企
画
部（
秘
書
広

報
課
・
企
画
課
・
情
報
化
推
進
室
）、

総
務
部（
総
務
課
・
財
政
課
・
税
務

課
・
納
税
推
進
室
）、市
民
福
祉
部

（
市
民
課
・
健
康
管
理
課
・
社
会
安

全
対
策
課
・
社
会
福
祉
課
・
高
齢
者

福
祉
課
）、議
会
事
務
局
、選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
、教
育
委
員
会

（
市
立
の
各
小
中
学
校
）

　
財
政
援
助
団
体
／
財
団
法
人
館

山
市
環
境
保
全
公
社

　
監
査
委
員
／
宮
�
健
一
、脇
田

安
保

　
監
査
期
間
／
平
成
16
年
９
月
30

日
〜
12
月
15
日

　
監
査
場
所
／
市
監
査
事
務
局
、

各
小
中
学
校

　
監
査
方
法
／
各
所
管
の
財
務
に

関
す
る
事
務
処
理
に
つ
い
て
、予

算
お
よ
び
提
出
さ
れ
た
資
料
に
基

づ
き
、そ
の
真
実
性
、妥
当
性
等
を

調
査
す
る
と
と
も
に
、関
係
職
員

か
ら
説
明
を
聴
取
し
ま
し
た
。

　
監
査
の
結
果
／
各
部
課
等
の
予

算
執
行
は
お
お
む
ね
適
正
な
も
の

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
財
政
援
助
団
体
監
査
で
は
、事

務
事
業
の
予
算
執
行
は
お
お
む
ね

適
正
な
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た

が
、今
年
度
上
期
で
事
業
損
失
が

計
上
さ
れ
て
い
る
状
況
か
ら
、経

費
節
減
な
ど
経
営
の
健
全
化
に
向

け
て
の
努
力
を
要
望
し
ま
し
た
。

５月５日にごみの収集

予
算
執
行
は
お
お
む
ね
適
正

平
成
16
年
度
第
一
回
定
期
監
査
を
実
施

監査事務局では、定期監査と財政援助団体監
査を行い、その監査結果を平成17年２月４日付
け館山市監査告示第１号で公表しました。
監査結果は、市のホームページでも見るこ

とができます。
問合せ／監査事務局（�22－3542）

を
新
設

共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、土
地
所
有
者
な
ど

は
、受
益
者
負
担
金
の
申
請
・
申
告

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
土
地
所
有
者
な
ど
に

は
、公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金

の
基
礎
と
な
る
申
告
書
が
今
月
上

旬
に
届
き
ま
す
。

　
申
告
は
下
水
道
課
や
次
の
２
会

場
で
も
で
き
る
ほ
か
郵
送
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
課
で
申
告
す
る
場
合

は
、土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

　
下
水
道
課
所
在
地
／
館
山
市
湊

465
―
１
　
鏡
ケ
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
下
水
道
課

▼
申
告
会
場

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
を
拡
大

受
益
者
負
担
金
の
申
告
は
じ
ま
る

　
①
日
時
／
４
月
16
日（
土
）午
前

９
時
〜
午
後
４
時

　
場
所
／
菜
の
花
ホ
ー
ル

　
②
日
時
／
４
月
19
日（
火
）〜
22

日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
場
所
／
市
役
所
３
号
館
２
階
　

会
議
室

　
申
告
期
限
／
５
月
２
日（
月
）

　
問
合
せ
・
郵
送
先
／
〒
294
―
０

０
５
４ 

館
山
市
湊
465
―
１ 

鏡
ケ

浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
下
水
道

課
業
務
係（
�
22
―
３
６
６
１
）

　
市
道
に
水
道
管
、ガ
ス
管
、下

水
道
間
、家
庭
か
ら
の
排
水
管
な

ど
を
埋
設
す
る
場
合
は
建
設
課
の

許
可
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
工
事
に
は
市
道
の
掘

削
が
伴
い
ま
す
が
、掘
削
は
道
路

の
損
傷
と
交
通
渋
滞
の
原
因
に
な

る
こ
と
か
ら
、道
路
舗
装
工
事
か

ら
基
本
的
に
３
年
間
は
掘
削
を
規

制
し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
建
設
課
管
理
係（
�

22
―
３
６
３
１
）

市
道
の
掘
削
を
規
制

公共下水道の供用開始区域

供用開始区域
供用開始済区域

働
保
険
料
を
精
算
す
る「
確
定
申

告
」と
平
成
17
年
度
の
見
込
み
保

険
料（
概
算
保
険
料
）を
申
告
す
る

も
の
で
す
。

　
千
葉
県
労
働
局
で
は
、最
寄
の

金
融
機
関
や
郵
便
局
で
の
早
め
の

手
続
き
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
千
葉
県
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
課（
�
043
―
221
―
４
３

１
７
）

夜
間
30
分
延
長
！ 

温
水
プ
ー
ル

労
働
保
険
料
の

申
告
・
納
付
は
早
め
に

　
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課（
�
22

―
３
６
９
６
）

せら知お
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ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津
は
、

求
職
者
に
対
し
て
、新
し
い
技

術
、技
能
、資
格
を
身
に
つ
け
、

再
就
職
に
向
け
て
の
職
業
訓
練
を

行
っ
て
い
る
公
共
の
訓
練
施
設
で

す
。公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し

て
職
業
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
の
ア
ビ
リ
テ
ィ
コ
ー
ス

は
、６
ヵ
月
訓
練
と
３
ヵ
月
訓
練

が
あ
り
、短
期
間
に
技
術
を
習
得

で
き
ま
す
。

　
６
ヵ
月
訓
練
の
学
科
／
金
属
加

工
科
、テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科
、ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク

科
、情
報
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
科

　
３
ヵ
月
訓
練
の
学
科
／
産
業
機

械
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
入
所
・
応
募
期
間
等
／
表
の
と

お
り

　
問
合
せ
／
〒
299
―
１
１
４
２
君

津
市
坂
田
428
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

君
津（
�
０
４
３
９
―
52
―
０
２

１
９
）

　
こ
の
学
級
は
、妊
娠
・
出
産
・
育
児

に
対
し
て
の
不
安
や
悩
み
の
解
消

や
妊
娠
時
期
を
健
康
で
楽
し
く
過

ご
し
な
が
ら
、必
要
な
知
識
を
得
ら

れ
る
よ
う
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
申
込
み
は
不
要
で
、当
日

会
場
で
参
加
で
き
ま
す
。パ
パ
や

出
産
の
不
安
を
解
消
し
て 

パ
パ
・
マ
マ
学
級

家
族
と
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

　
４
月
、７
月
、９
月
、１
月
と
年

間
４
コ
ー
ス
実
施
し
ま
す
が
、そ

の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　
時
間
／
午
後
１
時
〜
午
後
４

　
あ
わ
夢
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
実
行
委
員
長
松
苗
禮
子
）で
は
、

５
月
29
日（
日
）に
南
総
文
化
ホ
ー

ル
で「
あ
わ
夢
ま
つ
り
」を
開
催
し

ま
す
。今
回
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

　
役
割
・
人
数
／
①
裏
方
ス
タ
ッ

フ（
舞
台
監
督
・
照
明
・
音
響
な
ど

10
人
）、②
表
方
ス
タ
ッ
フ（
受
付
・

案
内
・
会
場
・
配
食
な
ど
20
人
）、③

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
託
児
。保
育

資
格
・
看
護
師
資
格
を
持
っ
て
い

る
人
５
人
）

　
条
件
／
①
５
月
28
日（
土
）午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
と
５
月
29
日

（
日
）午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま

時　
内
容
／
表
の
と
お
り

　
対
象
／
出
産
を
迎
え
る
マ

マ
、パ
パ
、お
じ
い
さ
ん
、お
ば

あ
さ
ん

　
持
ち
物
／
母
子
手
帳
、筆
記

用
具

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課（
�

23
―
３
１
１
３
）

　
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
と
中
間
法
人
ゴ

ル
フ
教
育
研
究
会
で
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
、初
心
者
、経

験
者
を
対
象
に
ゴ
ル
フ

公
開
講
座
を
開
催
し
ま

日　  程
  9:30
　～12:30
12:30
　～16:30
18:30
　～21:30
  9:30
　～12:30
12:30
　～16:30
18:30
　～21:30

開催講座
初心者Ａ
経験者Ａ
初心者Ｂ
経験者Ｂ
初心者Ａ
経験者Ａ
初心者Ｂ
経験者Ｂ
初心者Ａ
ジュニア
初心者Ｂ
経験者Ｂ

５
月
３
日
（
火
）

５
月
４
日
（
水
）

応募期間
5/17
　～6/10
8/19
　～9/12
11/  7
　～12/5
2/14
　～3/13

応募期間
4/8
　～5/9
10/17
～11/11

応募期間
3/21
  ～4/12
6/14
  ～7/8
9/9
  ～10/5
12/12
  ～1/13
3/15
  ～4/10

 選  考
  6/18

  9/17

12/10

  3/18

 選  考
5/16

11/18

 選  考
  4/19

  7/15

10/13

  1/20

  4/17

合格発表
   6/23

   9/26

 12/16

   3/24

合格発表
   5/24

 11/25

合格発表
   4/25

   7/22

 10/20

   1/26

   4/21

訓練期間
7/5
～12/27
10/4
  ～3/29
1/6
  ～6/29
4/4
  ～9/28

訓練期間
6/7
～11/25
12/2
  ～5/30

訓練期間
5/9
  ～7/29
8/2
～10/28
11/1
   ～2/3
2/6
  ～4/27
5/8
  ～7/28

   入  所
  7月入所

10月入所

Ｈ18
  1月入所
Ｈ18
  4月入所

   入  所
  6月入所

12月入所

   入  所
  5月入所

  8月入所

11月入所

Ｈ18
  2月入所
Ｈ18
  5月入所

◆６ヵ月訓練

◆６ヵ月訓練（情報システムサービス科）

◆３ヵ月訓練

す
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
は

１
講
座
で
、各

ク
ラ
ス
と
も

Ａ
・
Ｂ
２
講
座

で
す
。都
合
に

合
わ
せ
て
日
程

を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。１

で
協
力
い
た
だ
け
る
人（
半
日
で

も
可
）、②
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

中
・
高
校
生
可
。③
無
報
酬
で
す
が

昼
食
を
用
意
し
ま
す
。

　
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に
希
望
す

る
役
割
と
住
所
、氏
名
、年
齢
、性

別
、電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
込

先
ま
で
。

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
〒
294
―
０

０
４
５
館
山
市
北
条
１
９
２
２
―

６
松
苗
禮
子（
�
22
―
６
７
９
０
）

　
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で

は
、子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
る
親

子
を
対
象
に
悩
み
や
相
談
に
応
じ

る「
子
育
て
サ
ロ
ン
ど
ん
ぐ
り
」を

今
年
度
か
ら
毎
月
第
３
木
曜
日
に

開
催
し
ま
す
。

　
民
生
児
童
委
員
は
、無
報
酬
で

活
動
す
る
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

  4月21日

  5月19日

  6月16日

  7月21日

  8月18日

  9月15日

10月20日

11月17日

12月15日

  1月19日

  2月16日

  3月16日

子育てサロンの日程

で
、子
育
て
の
専
門
家
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、先
輩
世
代
と
し
て
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　
協
議
会
で
は「
子
育
て
の
悩
み

や
苦
し
み
、喜
び
を
分
か
ち
合
い

た
い
。気
軽
に
集
え
る
場
に
し
て

い
き
た
い
」と
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
、当

日
会
場
で
参
加
で
き
ま
す
。

　
日
程
／
表
の
と
お
り

　
時
間
／
午
前
10
時
か
ら
午
前
11

　
国
内
最
大
級
の「
旅
の
総
合
見

本
市
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。全
国
の

都
道
府
県
や
観
光
施
設
な
ど
が
一

堂
に
集
ま
り
、各
地
の
旅
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　
日
時
／
４
月
22
日（
金
）か
ら
24

日（
日
）ま
で
。時
間
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
６
時
。22
日
は
午
前
11

時
か
ら
。

　
会
場
／
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展
示

場
９
・
10
ホ
ー
ル

　
入
場
料
／
無
料

　
問
合
せ
／
県
庁
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
課（
�
043
―
223
―
２
４
１

５
）

時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

（
�
23
―
５
０
６
８
）

講
座
だ
け
の
受
講
も
可
能
で
す
。

　
日
程
／
表
の
と
お
り

　
内
容
／
Ａ（
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、

チ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
、ス
イ
ン
グ
形

成
）、Ｂ（
ピ
ッ
チ
ン
グ
、バ
ン
カ
ー

シ
ョ
ッ
ト
、斜
面
の
シ
ョ
ッ
ト
）

　
場
所
／
館
山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
ク
ラ
ス
／
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス

（
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
、中
学

生
以
上
は
初
心
者
か
経
験
者
に
）、

初
心
者
ク
ラ
ス
、経
験
者
ク
ラ
ス

　
定
員
／
各
ク
ラ
ス
と
も
12
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
／
各
ク
ラ
ス
と
も
２

講
座
で
６
千
円
、１
講
座
で
３
千

円　
締
切
／
４
月
20
日（
水
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
館
山
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
内
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
事
務
局（
�
23
―
８
２

１
０
）

集募

  期  日

4月  8日
  （金）

4月15日
  （金）

4月22日
  （金）

4月27日
  （水）

5月10日
  （火）

パパ・ママ学級・４月コースの日程

　　　  内容・テーマ
歯科保健の講義（妊娠中～乳
幼児期）、歯科検診（要申込
み）ブラッシング指導、自己
紹介・グループワーク
妊娠中の日常生活の注意点、
体の変化にあわせた妊娠中の
食生活のポイントと調理実
習、我が家の食卓ワンポイン
トチェック
妊娠・分娩について、出産時
に必要な補助動作の実習
出産後の生活での注意、家族
計画、お人形を使ってのオム
ツ替え・洋服替えなど
親子のふれあいの大切さ、乳
児とのふれあい（実際に赤
ちゃんとふれあう）、出産を
体験した母親との交流

　  持ち物
歯ブラシ、手
鏡、タオル、
牛乳空きパッ
ク
エプロン、三
角巾、さかず
き１杯程度の
味噌汁

バスタオルま
たはズボン

短
期
間
に
技
術
を
習
得
！

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津
の
職
業
訓
練

ゴルフ公開講座の日程

旅フェア
２００５
開　　催

子
育
て
サ
ロ
ン
ど
ん
ぐ
り
開
催

子
育
て
の
悩
み
聞
か
せ
て
！

あ
わ
夢
ま
つ
り
の

　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

ゴ
ル
フ
公
開
講
座

ジ
ュ
ニ
ア
、初
心
者
、経
験
者
を
対
象
に

せら知お

今回の対象は
6/21～9/15
出産予定の
パパママです。


